
MW政
製
・U
下
凶
門
出
求
・諌
山
総
文
・成
路
加
開
設
・
器
提
十

一
に
商
品
に
A
H
H

す
る。

抽

m
・内
出
益
回
・校
正
女
四
包
囲
す
が
あ
る
0

・ズ
久
二
年
七

一

ニ
シ
シ
モ

西
下

郎
品
部
前

m保
な
る
下
の
部

月
二
十
七
日
間
目。

一
訴
は
、
明
治
に
Lt
hv
刊一下
と
山田
挺
し
た
。

-
一
シ
サ
カ
ナ
リ
カ
ツ

西
坂
成

一

烈
の
子
。
辺

一

ニ
シ
シ
ン
チ

西
新
地

l
イ
シ
サ
カ
チ
ヤ
ヤ
マ

都
旅
之
助
・
=
一
搭
。
綿
は
成
一
。
後
部
を
以
て
名
と

一
チ
石
坂
茶
屋
町
。

し
た
。
食
品
仰
百
五
十
石
。
明
倫
掌
の
助
教
と
な
り
、

一

=
シ
ダ
イ
フ
ヲ
ジ
西
大
福
寺

湖
咋
郡
大
都
寺

侍
山
認
を
粂
ね
、
民
街
徳
行
一
時
に
群
揚
せ
ら
れ
、
隆
一
の
内
の
小
芋
。

滞
の
後
大
尽
同
町
長
・文
部
少
助
教
・東
京
府
制
導
等
に

一

子
γ

hF
カ
ヤ
マ

西一一品
山

能
祭
祁
由
時
の
う
ち

阪
任
し
た
。
明
治
二
十
年
七
且
三
十
一
日
百
十
七
俊
一
河
内
の
部
世
間
か
ら
前
方
に
在
る
山
。
お
さ
一
一
入
九

を
以
て
夜
。
敬
女
軌
範
・削
磁
軌
胞
の
活
が
あ
る
。

一
米
。
叫
ぬ
保山剛
系
。

=
シ
サ
カ
へ
イ
シ
ロ
ウ

西
坂
丙
四
郎

滞
の
定

一

ニ
シ
ダ
ニ

西
谷

ん
戸
川
以
前
都
十
郎
阪
の
内

誘
御
歩
を
勤
め
た
。
明
治
元
年
組
後
の
役
に
従
ひ
、

一
の
小
宰
。

信
浪
川
で
大
胞
を
以
て
長
岡
械
を
攻
明
暗
巾
、
抗
且
十

一

子
Y
ダ-一

西
谷

珠
洲
郡
大
谷
の
内
の
小
守
。

入
日
敵
聞
に
中
っ
て
明
日
し
た
。

一

ニ
シ
生
フ
ダ

西
任
国

能
決
郷
仮
出
郷
に
回
す

エ
シ
ザ
ラ

西
佐
震

能

挺
榔
山
上
郷
に
邸
す
る

一
司令
部
世
間
。

郎
古
川
。
郷
村
名
義
抄
に
、
佐
良
村
か
ら
西
方
に
出
村

一

ニ
シ
チ
ョ
ウ

商
町

金
仰
の
別
名
。
品
川
mm
械
か

脅
し
た
も
の
で
あ
る
と
記
す
る
。
森
m
m
T
次
は
加
能

一
ら
商
方
に
詰
る
が
放
に
名
づ
け
る
。

越
古
文
お
に
、
南
部
寺
文
部
に
見
え
る
得
倍
郷
佐
経

一

ニ
シ
チ
ョ
ウ
グ
チ
モ
ン

西
町
ロ
門

金
神
域
内

を
こ
の
四
佐
良
に
危
て
、
笛
時
は
相
官
橋
郷
が
こ
L
ま
一
台
所

・
別
器
等
か
ら
西
町
に
出
る
門
で
あ
る
。
加
府

で
阪
大
し
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
と
し
て
ゐ
る
が
、
そ
一
一
船
越
貨
録
に
は
佐
久
間
同
日
政
の
時
代
ま
で
凶
附
口
が

れ
は
失
考
で
あ
ら
う
。
佐
町
制
村
純
掌
の
用
水
に
就
い

一
大
手
で
あ
っ
た
と
杷
す
る
。

て
の
訴
訟
に
闘
し
、
銘
川
町
二
年
六
月
九
日
持
府
は
長

一

=
シ
チ
ョ
ウ
グ
ン
カ
ン
シ
ョ

西
町
宜
償
問

文

野
惣
街
地
聞
を
羽
喚
し
た
文
訟
が
あ
る
か
ら
、
そ
の

一
久
以
降
加
賀
滞
に
軍
艦
務
行
を
む
き
、
引
時
閉
館
に
之

佐
山
帥
は
長
野
附
近
の
得
総
郷
山市
で
、
商
佐
良
と
は
則

一
を
回
せ
し
め
た
が
、後
に
御
釘
用
抑
制
の
一
郎
に
移
し
、

で
あ
る
。

一
西
町
軍
艦
防
と
都
し
た
。
奉
行
は
余
白
陸
奥
十
郎
で
あ

=
シ
ジ
マ

西

島

江

泊
榔
那
谷
谷
に
邸
す
る
認

一
回り
、
佐
野
鼎
が
之
宇
一
輔
佐
し
た
o
班
川
躍
舷
腕
の
む

町
問
。
江
泊
志
一
制
に
、
流
政
巾
こ
の
村
の
出
中
か
ら
、

一
一
段
年
且
は
今
明
ら
か
で
な
い
。

古
瓦
と
和
問
問
問
品
川
銭
と
を
加
出
し
た
と
あ
る
。

一

-
一
シ
チ
ョ
ウ
バ
シ

西
町
橋

金
津
締
梁
促
に
、

-
一
シ
ジ
マ

西

島

能

接
部
白
山
下
に
節
す
る
島
一
『
す
ぢ
か
ひ
橋
、
西
川
の
は
し
也
。
』
と
あ
る
か
ら
、

円
今
母
島
〉
の
内
の
小
手
。

一
本
名
は
筋
法
橋
で
あ
っ
た
ら
う
が
、
後
に
西
町
織
と

=
シ
ジ

7
yン

西
島
新

江
沼
郡
西
島
の
一
部

一
い
う
た
。
内
惣
仰
の
姉
に
架
け
た
締
だ
が
、
隊
総
後

で
あ
る
が
、
大
胆
町
寺
山
初
で
は
溺
放
の

一一利
と
し
て
取
一
惣
織
の
惚
去
と
共
に
滅
び
た
。

扱
っ
て
尉
た
。
一
名

m-戸
と
い
ふ
こ
と
も
あ
る
。
現
一

ニ
シ
デ
ガ
ハ

西
出
川

胤
主
部
名
舟
な
る
西
川

ーー
γ 

Z

シ
ナ
ガ
ヒ
ロ
シ
ゲ

酉
一
北
廃
林

4
1
m
の
人
o

v

辿
桝
儀
左
衛
門
。
初
め
御
鍔
用
者
に
召
出
さ
れ
、
保

米
四
拾
依
荷
受
け
、
年
前
巾
席
の
執
筆
と
な
り
、
後

見
征
三
年
小
凶
に
出
み
、作
八
十
石
宇
一受
け
、御
門
抑
用

お
に
勤
務
し
た
が
、
明
利
元
年
入
月
イ
九
日
に
校
。

脱
林
、
一}一
地
統
の
興
法
脅
山
本
彦
四
郎
か
ら
受
け
、

手
保
十
年
三
月
段
敏
不
知
明
仰
や
山
町
名
し
た
o
m恥
し
附

併
に
よ
ら
ず
し
て
自
ら
夜
明
ず
る
防
と
い
ふ
。
附
林

の
子
出
和
は
そ
の
法
を
受
け
ず
、
打
川
弟
下
村
幹
方
之

宮
川
田
へ
た
。

エ
シ
ナ
カ
ヲ

西
中
尾

臥
京
都
術
比
庄
の
中
尾

を
、
明
治
に
去
り
商
巾
嵐
と
殴
棺
し
た
。

ニ
シ
ノ
キ
ヨ
ウ
オ
ウ

西
野
鹿
廠

金
概
況
賀
町

田県宗
商
源
問
勝
寺
の
住
職
で
、
も
と
百
姓
阿
長
田
両
寺

に
生
ま
れ
た
。
奴
は
径
階
。
宗
帥
出
来
に
泊
じ
、
制
道

に
縦
し
〈
、利
獄
中
ι
能
く
し
、
輔
教
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

明
治
十
六
年
十
一
且
日
間
日
七
十
除
段
を
以
て
寂

谷
内
よ
り
設
し
、
名
舟
に
来
っ
て
お
に
注
ぐ
。
統
純

二
粁
除
。

-
一
シ
デ
ゲ
ン
ゾ
ウ

西
出
源
開
融
大
山
寺
滞
米
に

於
け
る
倒
術
家
。
初
め
栢
訓
流
を
県
び
、
次
い
で
荻

野
山
山
中
一何回ひ
、
大
坂
の
坂
本
鈍
之
出
俊
点
か
ら
荻
野

新
読
を
受
け
、
文
金
保
に
烹
り
て
商
砕
流
を
併
習
し

た
。
明
治
十
五
年
三
且
八
十
践
を
以
て
授
。

ユ
シ
デ
ヤ
マ

西
出
山

以
来
郡
抗
十
洲
の
部
古前

四
方
に
在
石
山
0

・M
さ
一

O
八
米
。

ユ
シ
ト
キ
ク
ニ

函
時
国

臥
南
側
時
闘
の
中
、

も
と

加
賀
総
領
で
あ
っ
た
部
分
、
印
ち
下
時
凶
・水

門
・
佐
々
木
を
明
治
に
来
っ
て
四
時
同
と
椴
し
た
。

そ
の
何
々
木
は
雨
時
闘
と
入
曾
の
地
で
あ
る
。

-
一
シ
ト
ポ
シ

商
灯

割
引
同
部
阿
川
の
内
の
小
手
。

Z

シ
ナ
カ
h
F
-
一

商
中
谷

以
前
畑
仁
似
郷
中
谷

は
、
明
治
に
黙
っ
て
街
中
谷
と
改
稿
し
た
。

-
一
シ
パ
パ

西
馬
場

鹿
島
制
浅
引
庄
に
邸
す
る

部
前
。
大
木
六
年
十
周
の
一
宮
枇
初
版
米
銭
納
帳
に

胆
馬
場
の
名
が
見
え
、
郷
村
名
義
抄
に
は
、
東
馬
場

は
商
府
勢
か
ら
負
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
叉

商
山
内
援
の
技
村
に
仲
間
同
却
が
あ
る
。

エ
シ
パ
パ
マ
チ

西
馬
場
町

金
搬
の
川
名

o
m

川
右
岸
翻
馬
場
の
廷
鐙
は
都
べ
て

馬
場
と
呼
ん
だ

が
、
明
治
挺
滞
の
後
、
調
馬
場
を
腹
し
て
地
加
を
銚

下
げ
、
町
名
を
商
脂
製
町
と
し
た
。
浅
野
川
射
場
跡

を
耐
出
馬
場
と
呼
ん
だ
に
射
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
、
不
退
院
と
越
せ
ら
れ
た
。

ニ
シ
J
h
y
モ

西
白
雲
二
加
。
金
川
仰
の
例
入
、

ノ
訟
編
。
元
隊
四
年
十
且
酔
軒
限

ma出
直
政
。
京
訓

問
屋
庄
兵
術
・金
禄
=
一
，
底
抗
郎
兵
術
繭
板
。
金
保
町

一
笑
の
追
悼
集
で
、
上
容
は
芭
蕉
以
下
の
治
判
投
句

及
び
一
笑
の
百
勾
を
載
せ
、
下
巻
に
は

一
笑
の
緋
め

た
諸
問
門
誌
家
の
設
勾

・
附
合
を
絞
せ
て
あ
る
。

=
シ
ノ
シ
ョ
ウ

酉
庄

江
沼
榔
に
関
す
る
。
結

殺
到
三
州
誌
来
悩
続
開
H
に
、
今
こ
の
郡
に
郷
正
白
な

〈
、
唯
商
，
庄
の
庄
放
を
治
す
の
み
で
あ
る
と
す
る
。

或
は
い
ふ
。
四
，
庄
の
内
に
熊
坂
村
が
あ
る
か
ら
、

古
へ
熊
坂
庄
と
い
う
た
も
の
印
ち
是
で
、
そ
の
位
首

都
の
商
方
に
あ
る
か
ら
商
，
庄
に
な
っ
た
の
で
あ
ら

う
と
。
こ
の
庄
内
に
は
大
明
寺
町
制

・
山
間
町
節

州明
部
川町
・細
昨
・熊
坂
・
右
-拠
，
谷
・儲
・
永
井
-
t
口附
・

質
屋
・槻
越
・上
木
士
一ヴ
肘相生
・上
前
出
・
下
耐
聞
の

十
六
部
古川が
臨
す
る
。

ニ
ジ
J
hF
キ

虹

の

溜
」
ソ
ノ
ポ
ウ
ダ
キ
脅

の
初
翻
。

ニ
シ
ノ
マ
ル

西
ノ
丸

金
部
械
で
古
く
凶
，丸
と

い
う
た
の
は
後
の
玉
衆
院
丸
の
こ
と
で
あ
る
。
本
丸

か
ら
四
方
に
詰
るや一
以
て
こ
の
名
が
あ
り
、
今
の
地

山
訓
枇
の
後
方
に
泊
る
山
拾
で
あ
る
。

四

個畠圃，、
ーー


